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論文題目  ロイス・サドラーによる教育評価論の意義と課題 
【論文内容の要約】 
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本稿では、英国の STS（Science, Technology and Society）教育研究を主導したソロモ





















する上で、ソロモンの STS 教育論の検討は新たな視座を提供しうるものであるといえる。 





入れる科目が登場した。1980 年代半ばから 90年代には、既存の科学教育に挿入可能な 100
を超える STS 教育の教材が開発された。  
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に際して、第 1 期：後に展開する学校論への準備期（1963 年-1970 年）、第 2 期：地域に根
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第 3 章では、『数学 第一類・第二類』の検討をもとに、再構成運動の意義と課題を検討





第 2 節では、関数の単元に焦点を合わせ、『数学 第一類・第二類』の具体的な検討を行
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 第 1 章では、稲垣による「教授学の建設」は、「教育の定型化」への批判意識のもと、斎
藤喜博の授業論と実践を手がかりに「人間学と技術学とのセットとしての追求」として行
われていたことを明らかにした。そのうえで、「教授学の建設」から稲垣が離れていく過程
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提出者氏名 森永梨加 指導教員 主 石井英真 副 西岡加名恵 
論文題目 相馬一彦による「問題解決の授業」の意義と課題 
【論文内容の要約】 
相馬一彦は、「問題解決の授業」を「『問題』を提示することから授業を始め、その『問
題』の解決過程で、新たな知識や技能、数学的な見方や考え方などを身に付けさせていく
学習指導」と定義している。本稿では、相馬が「数学的な考え方」を身に付けさせるため
の実践として提案する、「問題解決の授業」の意義と課題の検討を検討した。 
第１章では、相馬が「問題解決の授業」を提唱するに至った経緯を明らかにするために、
数学的な考え方と問題解決の指導に関する研究の変遷を整理し、相馬の問題意識をまとめ
た。前提として、相馬には「教師主導の説明中心の授業」や「ドリル中心の授業」への否
定的な見方がある。加えて、問題の解決過程を重視した実践を行う際、生徒が必要感と目
標をもって取り組めるようにすることが大切であるとしている。  
第２章では、相馬自身の数学教育観を明らかにした上で、「問題解決の授業」の理論的
な検討を行った。相馬は、どの単元においても、教科書に載っているような問題をもとに
教師が問題提示の仕方や発問を工夫すれば、生徒に問題解決の必要感と目標をもたせるこ
とができると考えている。加えて、授業だけではなく、評価をも授業と関連したものに変
えていくことが、生徒を授業に参加させ、結果だけではなく過程を重視することができる
よう促すことにつながると考えている。  
第３章では、「問題解決の授業」の実践事例を検討し、その意義と課題を考察した。相
馬は、生徒に問題解決の必要感と目標をもたせることを重視している。そのための方略と
して、生徒の興味を惹きつける「問題」の開発と展開の仕方の工夫を明示したことが、「問
題解決の授業」の意義として挙げられる。また、文章題や証明問題に限らず、あらゆる題
材を用いて実践している点にも意義がある。一方で、問題の開発の仕方に課題がある。生
徒が自ら考えてみようと思える、あるいは考えることが楽しいと思える授業を目指してい
るものの、相馬が扱う「問題」は生徒の実生活との結びつきが弱い点で課題が見られる。  
本稿では、相馬の「問題解決の授業」に焦点を合わせ、その意義と課題を明らかにした。
しかしながら本論文では、他の問題解決学習の実践との比較検討が不十分であるという課
題が残っている。相馬の「問題解決の授業」をより相対的に捉え、中等教育段階での授業
改善の在り方を模索していくことを今後の課題とする。  
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